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研究成果の概要（和文）：調査の対象地域であったマレーシア国サバ州のダナムバレーの政治社会情勢が改善し
ないため、代替地である同国サバ州キナバタンガンに調査許可を申請し、植物を採集する許可を得て、調査を行
った。以上の結果、当初の目的であったゴリラ、チンパンジー、ボノボ、オランウータンの生息している調査地
において、それぞれの大型類人猿の行動に関連した植生および主要植物の機能形質のデータを得ることができ
た。

研究成果の概要（英文）：The political and social situation of  the target site, Danam Valley in 
Sabah Malaysia has not improved, so that we changed the site into Kinabatamgan in Sabah, Malaysia. 
We obtained study permission as well as export plant specimen, and did a survey. As a results of the
 research project, we obtained behavioral and ecological data on gorillas, chimpanzees, bonobos, and
 orangutans as well as data on  vegetation and plant functional characteristics of main components.

研究分野：生態学
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１．研究開始当初の背景 

 アジアとアフリカの熱帯林の生物相は、と

もにゴンドワナ大陸に起源し、およそ 2000

万年前に分岐した。しかしアフリカ熱帯林の

大部分では、アジア熱帯林に比較して年降水

量が少なく、降雨の季節変動も大きい。また

古い大陸であるため、土壌養分に乏しい場所

が多い。このことに関連して、アフリカ熱帯

林は低い林冠樹高と乏しい階層構造をもち、

その結果、林床に多くの光が到達して

THV(Terrestrial Herbaceous Vegetation)の

バイオマスが大きいといった著しい特徴を

もつ。また密林—疎林パッチ構造、葉の被食

防衛、果実の季節性（フェノロジー）や年変

動のパタンが異なるため、霊長類が利用でき

る餌の空間分布や availabilityが規定されて

いる。このなかで大型類人猿をふくむ霊長類

は、果実食、葉食、昆虫食、肉食などを組み

合わせて採餌戦略を立てている。大型類人猿

を擁すアジアとアフリカの森林は、かつては

つながりがあったけれども後にはそれぞれ

異なる気候・地質条件と歴史でできた「進化

の実験場」である。この「進化の実験場」を

使って、結実の季節変化や葉の化学防衛物質

など、どのような要因が果実食と葉食それぞ

れへの依存度を決めるか、果実食と葉食への

依存度の違いが霊長類群集にどのような影

響を与えているか、あるいは密林—疎林パッ

チ構造がホミニゼーションにどう関係して

きたのか比較して考察できる可能性がある。

アジア熱帯林においては、1960年代からの

国際生物学事業計画 IBPで各地に森林プロ

ット整備後、1990年代後半から長期生態学

研究 LTERサイトのネットワークで林冠ア

クセスをふくむ大規模永久調査区が設定さ

れ、開花結実の季節変動や年変動、またそれ

に伴う送粉者、種子捕食者、種子散布者など

の動態に関する研究が盛んとなった

（Yamakura et al. 1995, 湯本 1995, Sakai 

et al. 1999, Itioka et al. 2001など）。また近

年では従来のフィールドワークだけに留ま

らず、調査区で得た資料の高度な解析によっ

て、光合成能力、窒素濃度、葉面積葉重比、

材密度、材強度、通導性、種子サイズなどの

植物の機能形質データベース化が進み、定量

化されたデータに基づいた樹木の種間・系統

間比較や、群集レベルの比較が開始されよう

としている（Kattge et al. 2011）。また水系

に比べて複雑な要素の多い森林でも、安定同

位体比を使って食物網を明らかにして、群集

構造をこれまでにない精度で解明する道筋

がついた（Hyodo et al. 2010）。ただし、研

究の進んでいるこれらの東南アジアの森林

は、すでに断片化が進んでおり、大型哺乳類

相を欠いた「空洞化した森林」であり、かつ

ての生物相が完全であった熱帯林生態系の

理解には至らないという弱点をもっている。

一方で、アフリカ熱帯林に生息するゴリラ、

ボノボ、チンパンジーといった大型類人猿に

ついては、長期にわたる調査地が確立してお

り、個体識別にもとづく血縁関係の詳細な記

述をベースとして、社会構造や社会変動、果

実の季節変動や年変動に伴う遊動域やパー

ティーサイズの変化などの研究が進んでき

た（Mulavwa et al. 2008, Furuichi et al. 

2008など）。調査地間の比較のための方法論

の確立も進んでおり、そのなかには植生調査

やインベントリーのための標本作成、果実量

や果期の調査のためのマニュアルづくりも

含まれている（湯本 2002, 竹之下・湯本

2002）。しかしながら、とくに日本チームが

維持している調査地においては、アジア熱帯

林のような長期生態学研究サイトのネット

ワーク化や植物の機能形質データベース化

については著しく遅れているといわざるを

得ない。このアジアとアフリカの熱帯林研究

のギャップを埋めることが、本研究を企画す

る学史的な意義である 

 

２．研究の目的 



 本研究では、大型類人猿の存在を「空洞化

していない森林」の指標として、アフリカ熱

帯林としてムカラバ（ガボン国）、カリンズ

（ウガンダ国）、ワンバ（コンゴ国）、アジア

熱帯林としてダナンバレー（マレーシア国）

を比較の対象とする。３年間の予定で計画さ

れ、サイト間で比較可能なデータを収集・分

析し、果実食と葉食、THV食などを混合し

て採餌戦略を組み立てている霊長類におい

て、なにが優先され、なにが制限因子となっ

ているのかを考察する。 

 

３．研究の方法 

 本研究は３カ年の計画である。各年度とも

アジアとアフリカの熱帯林の計４カ所で現

地調査を行なう。初年度は、４カ所のフィー

ルドでベースとなる霊長類の共通データを

継続してとれる体制を確立するとともに、調

査地域の衛星情報と地上の植生調査を組み

合わせた広域の植生図を作成する。また THV

バイオマスの定量化、霊長類の葉食に関する

基礎情報（嗜好種、非嗜好種、あるいは季節

的な嗜好の変化）を集約して主要樹種の葉の

機能形質（LMA(Leaf Mass per Area)、窒素

含有量、縮合型タンニン量、総フェノール量

など）の計測とサンプリング、果実／種子の

機能形質（サイズ、重さ、堅さ、色、糖度、

エネルギー量、種子の縮合型タンニン量と総

フェノール量）の計測とサンプリング、食物

網推定の安定同位体比分析のためのサンプ

リングを開始する。２年度、３年度も霊長類

の共通データ、主要樹種の葉、果実／種子の

機能形質の計測、食物網推定の安定同位体分

析を継続し、大型類人猿を含む霊長類各種の

採餌戦略の組み立てと、霊長類群集全体がど

のように熱帯林の空間構造や果実フェノロ

ジー、樹種特性に規定されているのかを仮説

化する。 

 

４．研究成果 

本研究は、大型類人猿の存在を空洞化してい

ない森林のメルクマークとして、アフリカ３

カ所（ボノボの生息するコンゴ民主共和国ワ

ンバ、チンパンジーの生息するウガンダ共和

国カリンズ、ゴリラの生息するガボン共和国

モカラバ）、アジア１カ所（オランウータン

の生息するマレーシア連邦共和国ダナンバ

レー）の長期観察体制の確立している研究拠

点において、類人猿やその他の霊長類の採餌

行動と遊動行動のデータを持続して蓄積し、

そのデータセットを森林のフェノロジーと

主要樹種の葉や果実の機能形質を関連づけ

ることによって、類人猿やその他の霊長類の

採餌戦略や遊動戦略を明らかにすることを

目的としている。コンゴ民主共和国のボノボ

では、従来利用可能性が低いとされていた湿

地林を頻繁に利用することが判明し、この土

地利用パタンは湿地林に特有の食物資源の

季節変動と関係があることを示唆するとし

た論文を出版し、この論文を基にして霊長類

全般の湿地利用に関する英文書籍の１章と

して執筆中である。ゴリラやチンパンジーに

ついても、土地利用と採餌行動データを蓄積

しており、森林のフェノロジーと主要樹種の

葉や果実の機能形質を合わせて、いくつかの

学会発表を行っている。特にウガンダ共和国

のカリンズのチンパンジーにおいて、複数の

道具を組み合わせて使うことを報告し、また

チンパンジーでも Treculia africanaという

巨大な果実を分配することを報告した。

Treculia africanaの分配は、ガボン共和国モ

カラバのゴリラでも観察されており、複数の

類人猿種での確認となった。 
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